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重大な事故については、NCCSIRで傷害情報の収集を行っている。事故情報は Datalys Centerを中心に大学等と連携
し分析を行っている。重大な事故以外の情報は、NCAA Reserchと協力し情報収集している。各種研究成果はSSIで取り
まとめ、ウェブサイトで公開したり、各種ハンドブック、ベストプラクティスとして編纂・回付している。

＜米国NCAA＞全体像

米国NCAAにおける事故情報の収集・分析・活用の仕組みと日本の現状

分析
（P4、5参照）

NCCSIR
（National Center for Catastrophic Sport Injury 

Research）

大学生、高校生、青少年のスポーツ及びプロスポーツ
に関連した致命的な怪我や病気の監視を行うために

設立された国立センター

SSI
（NCAA Sport Science Institute）

CSMASと協力して、大学アスリートの安全性、卓越性、健
康を促進し、共同研究、教育、政策開発、および相互関連
提言を通じて、大学アスリートの生涯に渡る、身体的および

精神的発達を促進する機関

＜重大な事故＞

医療NCCSIRやNCAA-DODにおいて分析された情報を取
り纏め、SSIのウェブ上で公表している。また、安全安心に
かかる9つの重点分野に関連する分野（脳や心臓）に関して

は、特別なサイトを設けて厚く情報提供している。

＜その他の事故＞

NCAA Researchと協力して、医療機関、保健センター、専
門家により公表された情報を収集し、研究した成果をNCAA

として公表している。

情報収集
（P.3参照）

NCAA-DOD
Grand Alliance Care Consortium

脳震盪の研究のために
NCAAと米国国防総省（DoD）が設立した機関
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集約
情報提供
（P.6参照）

重大な事故

その他
の事故

報告

登録者への
追跡調査

NCAA Reserch
安全安心に限らず幅広いテーマで
研究を実施しているNCAAの内部組織

出所： NCAA Sport Science Instituteウェブサイト： http://www.ncaa.org/sport-science-institute
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重大な事故情報はNCCSIRの報告システム（NCCAのHPからアクセス）又は電話により行う。
事故情報の報告は大学機関を代表して行うため、必要な知識と権限を持つ者により行うべきと考えられており、競技管理

者、トレーナー、チームドクター、コンプライアンス管理者又はリスクマネージャーが該当することになる。

＜米国NCAA＞重大事故に関する情報収集方法

米国NCAAにおける事故情報の収集・分析・活用の仕組みと日本の現状

Click
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NCAAサイト
からアクセス

NCCSIRへの報告フォーム

重大な事故として報告する情報は
以下の事項
1.死亡事故
2.以下の身体部分に関する事故
（頭、首、脊椎、心臓、肺、目）

3.以下の条件の事故情報
（熱傷、鎌状赤血球症、心停止）

Injury Information
日付／州／競技／競
技レベル（1軍、2軍）
／シーズン／場所／
イベント種別／病状
種別／病状結果



米国では、NCAAを含む各競技団体とコンソーシアムを組み、重大な事故に対する研究を行っている。
情報の収集はNCCSIRで行っており、心臓疾患、外傷、運動障害を研究対象としている。

＜米国NCAA＞重大事故にかかる分析主体

米国NCAAにおける事故情報の収集・分析・活用の仕組みと日本の現状

・Dave Klossner
（Maryland大学）
・Thomas Dompier
（Lebanon Valley大学） Datalys Center

Emerson Hospital, 
Boston大学

Injury Prevention 
Research Center 

(IPRC) UNC-Chapel Hill

American Medical 
Society for Sports 

Medicine (AMSSM)

National Operating 
Committee on Standards 

for Athletic Equipment 
(NOCSAE)

National Federation of 
State High School 

Associations (NFHS)

National Collegiate 
Athletic Association 

(NCAA)

American Football 
Coaches Association 

(AFCA)

National Athletic 
Trainers’ Association 

(NATA)

Colorado大学
High School RIO 

Research
Partners

Funding
Partners

NCCSIR

心臓疾患
（Cardiac Injury）
Washington大学
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外傷
（Traumatic Injury）
North Carolina大学

運動障害
（Exertional Injury）

Connecticut大学

Research
Divisions
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NCCSIRは、大学生、高校生、青少年のスポーツ及びプロスポーツにおける重大事故の予防、評価、管理、リハビリを改善するために設置された国立セン
ターである。NCCSIRは、致命的な傷害および病気に苦しむ選手の横断的な調査を可能にするため、体系的なデータ報告システムを完備させたコンソーシ
アムを形成しており、症例ごとの追跡調査を実施している。

出所： NCCSIR公式ウェブサイト： http://nccsir.unc.edu/
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脳震盪の研究は、NCAAと米国国防総省（DoD）が共同して組成したNCAA-DOD Grand Alliance Care Consortium
で実施されている。

＜米国NCAA＞脳震盪にかかる分析主体

米国NCAAにおける事故情報の収集・分析・活用の仕組みと日本の現状

Executive Committee
（執行委員会）

運営委員会とコンソーシアムの活動を統括

Consortium Operating Committee
（実行委員会）

SRCの科学及び臨床管理における専門知識を有するコン
ソーシアムの研究の代表者により構成

Longitudinal Clinical Study
（臨床試験）

Administration and 
Operations Core

（先進研究）

Scientific Advisory Panel
（科学諮問委員会）

Publication Committee
（出版委員会）
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Concussion Research Initiative
（脳震盪研究の統率）

Administration and Operations Core
（管理・運用）

NCAA-DOD Grand Alliance CARE Consortium

NCAAの代表がメン
バーとして参加

NCAA-DOD Grand Alliance CARE Consortiumは、全米大学体育協会（NCAA）と国防総省（DOD）が中心となって組成したコンソーシアムであり、性別お
よび複数のスポーツを横断して、脳震盪の自然経過を研究する大規模で複数サイトによる研究の提供するものである。このコンソーシアムでは、ベストプラ
クティスのための国内および国際的なガイドラインに大きな影響を与えた研究をサポートしている。ここでは、コンソーシアムのメンバーだけでなく、コンソー
シアム外部のコンテンツ固有の専門家で構成されているいくつかの委員会によってサポートされている。

26大学／4士官学校

2017年9月14日時
点において、37,896
人のNCAA大学選
手と士官学校の選
手が登録しており、
2,321件脳震盪が報
告されている。

出所： NCAA-DOD公式ウェブサイト： http://www.careconsortium.net/
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分析された情報、対応策をNCAAで取りまとめを行い、ハンドブック、チェックリスト、対処法の作成を実施している。
NCAA以外の分析情報を用いることもあり、その場合には情報源を明らかにしている。

＜米国NCAA＞公開される情報（例示）

米国NCAAにおける事故情報の収集・分析・活用の仕組みと日本の現状 資料3

NCCSIRのpartnerロゴ

download

SSIのウェブサイト

ハンドブック

心臓発作の対処法

脳震盪のチェックリスト

ハンドブック

心臓 脳震盪 ドーピング／
薬物乱用

メンタルヘルス
栄養／睡眠／
パフォーマンス 選手の酷使と

トレーニング計画

性的暴力と
対人暴力

健康管理

データ主導の決断

鎌状赤血球形質

日焼け対策

重要な出版物
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競技者へ保険を提供している機関は、支払い情報を整理して、統計的な分析を公表している。ただし、「大学スポーツ」専

用の保険がないため、「大学スポーツ」のみの傾向を抜き出して、事故の傾向をつかむことは難しい。

米国NCAAにおける事故情報の収集・分析・活用の仕組みと日本の現状

保険機関 情報の性質 事故情報の
収集方法

事故内容の分析
（調査・研究）

予防につながる情報提供 研修、講習の
有無*

日本国際教
育支援協会
＜学研災＞

大学生の、正課、学校行事、
キャンパス内、課外活動、
通学、学校施設等相互間
の移動における事故
※スポーツ事故に限らない

学研災の保険金
請求書及び支払
い事例（年間1.5
万件以上）の分
析（H23～H27）

学研災の保険金支
払い事例の分析
（H23～H27）

学生生活における事故の傾向
について

学生教育研
究災害傷害
保険説明会

スポーツ安
全協会

＜スポーツ
安全保険＞

スポーツ活動、文化活動、
レクリエーション活動等を行
う、4名以上のアマチュア団
体・グループにおける事故
※スポーツ事故に限らない

傷害保険の支払
件数の分析

スポーツ安全協会
要覧の中で、障害
種別、障害部位別、
種目別の支払件数
の情報のみ開示

ウェブサイトに予防対策の情報
を掲載 （例）脳震盪によるス
ポーツ現場の安全管理、バレー
ボール中のボール直撃による
事故と安全対策、ラグビーでの
頸髄損傷事故と責任等

該当なし

日本スポー
ツ振興セン
ター

＜災害共済
給付制度＞

義務教育諸学校、高等学
校、高等専門学校、幼稚園、
幼保連携型認定こども園、
高等専修学校及び保育所
等の管理下における災害
※大学は含まない
※スポーツ事故に限らない

災害給付制度の
中で、全国から
報告される年間
100万件以上の
事故事例の分析

災害事例の統計
データの分析（学
校種別、都道府県
別、障害等級別件
数）及び実地調査

スポーツ事故防止ハンドブック

体育活動における頭頚部外傷
の傾向と事故防止の留意点
熱中症予防のための啓発資料
突然死予防必携
各種映像DVD

等

学校におけ
る体育活動
での事故防
止対策推進
事業 セミ
ナー

＜日本＞保険機関における統計分析

資料3

*ウェブ上で公開及び募集されている研修や講習の有無を確認
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各競技団体は、保険の機能を内包する団体を除き、網羅的な事故のデータは保有していない。他方で、対象とする競技

の中で多発する事故に対しては、予防につながるガイダンスを提供している。

米国NCAAにおける事故情報の収集・分析・活用の仕組みと日本の現状

各競技団体 情報の
性質

事故情報の
収集方法

事故内容の分析
（調査・研究）

予防につながる情報提供 研修、講習の有無*

日本サッ
カー協会

統計情報の収
集は未実施

統計情報の収集は
未実施

統計情報の調査・
研究は未実施

FIFA医学評価研究センター／サッカー
医学マニュアル（全271ページ）
メディカルインフォメーション（選手。指
導者向け情報、メディカル関係者向け
情報）19項目をウェブで開示 （例）
AEDを使用した救命例について、サッ
カーにおける脳振盪に対する指針、等

サッカードクター
セミナー
JFAアスレティッ
クトレーナーセミ
ナー
Jリーグチームド
クター研修会

日本アメリカ
ンフットボー
ル協会

統計情報の収
集は未実施

統計情報の収集は
未実施

統計情報の調査・
研究は未実施

日本アメリカンフットボール協会の安全
対策・脳振盪について
頭部外傷10箇条の提言（日本臨床ス
ポーツ医学会）
夏の安全対策について
熱中症再発防止提言

日本アメリカン
フットボール医科
学研究会

全日本柔道
連盟

全日本柔道連
盟に加盟して
いる競技者及
び指導者

※大学に限ら
ない

見舞金制度**に伴う、

脳しんとうを含む頭
部および頸部受傷、
熱中症事故が発生
した場合は、書面に
て報告書を提出

「平成28年度重大
事故・準ずる事故
事例」、「平成27
年度重大事故報
告一覧」を公表

重大事故総合対策委員会が主導して、以
下の安全指導の資料を作成

柔道の安全指導（ダイジェスト版、ビデ
オ版もあり）
暑中稽古安全対策チェック表
大外刈り段階的指導手順例

該当なし

* *全日本柔道連盟に登録されている競技者及び指導者は、自動的に1年間の障害補償、見舞金を受けることができる（保険料の支払い有）

＜日本＞各競技団体における統計分析

資料3

*ウェブ上で公開及び募集されている研修や講習の有無を確認
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保険機関、競技団体以外にも、さまざまな団体において、統計データを集めたり、また、予防につながる情報提供を実施し

ている。

米国NCAAにおける事故情報の収集・分析・活用の仕組みと日本の現状

その他
関係団体

情報の性質 事故情報の
収集方法

事故内容の分析
（調査・研究）

予防につながる情報提供 研修、講
習の有無* 

日本臨床ス
ポーツ学会

統計情報の収集
は未実施

統計情報の収
集は未実施

統計情報の調査・研
究は未実施

脳振盪の診断に対する提言
スポーツ現場へ ： 頭部外傷10ヶ条の提言
骨・関節のランニング障害に対しての提言

該当なし

日本体育協
会

統計情報の収集
は未実施

統計情報の収
集は未実施

統計情報の調査・研
究は未実施

医・科学ガイドブック
スポーツ外傷・障害予防ガイドブック
しっかり水分補給！元気に運動
スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック
国体選手における医・科学サポートとガイ
ドライン

該当なし

全国大学生
協共済生活
協同組合連
合会

24時間の学生生
活において発生す
る事故（生命共済、
賠償保険等）

※スポーツ事故に
限らない

大学生協の保
障制度におけ
る共済金・保険
金の支払実績

支払実績のデータに
基づき、病気の傾向、
ケガの傾向、死亡の
傾向等を分析（スポー
ツ事故においては競
技別に分析）

大学生の病気・ケガ・事故（毎年発行） 該当なし

全国脊髄損
傷データ
ベース研究
会

全国の30の医療
機関における19年
間のデータを集計

※スポーツ事故に
限らない

医療機関にお
ける受傷者情
報（4,899例）

労災病院における脊
髄損傷疫学調査（受
傷原因別、スポーツ
種別、脊損高位別の
受傷者の統計

脊髄損傷の治療から社会復帰まで 該当なし

＜日本＞その他関係団体における分析
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*ウェブ上で公開及び募集されている研修や講習の有無を確認


